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a や apāna など 5 種類の prān
̇
a たちを指すが2、その他に頭部におけ
る 7 つの prān
̇










hitā と Śatapatha Brāhman
̇
a）の該当箇所および関連箇所を精査し、
＊ この論文は、2019 年 8 月 27 日にドゥブロヴニクにて開催された第 7 回 Inter-




で表す elliptischer Plural (省略の複数)。Delbrück 1888: 102, 600、Wackernagel-




はその一部の論文のみ挙げる。Ewing 1901、Brown 1919、岩崎 1961、中祖 1973、
Mitchiner 1982、浅野 1985、Bodewitz 1986, 1992、Brereton 1991、Blezer 1992、
Zysk 1993、Fujii 1999、長友 2011, 2017, 2019。それ以前の主な研究については、
Mitchiner 1982: 292, n.2、Blezer 1992: 42. n.11 参照。
3 Agnicayana は Soma 祭に組み込まれているが、正統的ヴェーダ祭式にはない
要素を多く含む、複雑にして壮大な祭式である。1000 の煉瓦を 5 層に積み上げて
祭壇を築き、そこにウカー（ukhā）という素焼きの器の中に 1 年間保持された火
を移すというもので、この新しい祭壇は新たな Āhavanīya 祭火として機能する。
4 vaital airs (Eggeling 1894), breaths (Keith 1914), vital functions (Brereton
1991), winds (Zysk 1993) など。

















































































































ī Saṁhitā (MS) と Śatapatha-Brāhman
̇
a (ŚB) には対応する部




分がない｡5 また、KS (KpS も含む、以後同) の当該部分は頭を祭壇の下に
置く直前の段階で語られるが、6 TS の記述はずっと前に位置する犠牲獣
祭や祭主の潔斎の前に見いだされる。
KS と TS は、最初の 2 文の順序が逆である以外は、ほぼ同じである。






る｡7 頭部には 7 つの prān
̇
a たちがある、という文言は他にもいくつかの
5 ŚB と同派の KātyŚS にもやはりこの記述はないが、MS と同派の MānŚS には
以下の記述がある。
MānŚS 6.1.2.24





ity chidre ’pinidadhāti saptadhā vidīrn
̇






しかし、ここで唱えられるマントラは MS にはなく、KS 38.12 (113,14)と ĀpŚS
16.6.3 にほとんど同じマントラがある。
6 先の KS 20.8 (27,3-5) は 2-2 で扱う KS 20.8 (27,7-10) と近接している。両者の
間には、以下の部分が入る：KS 20.8 (27,5-7)
yamagāthā gāyati. yamalokād evainad vr
̊
ṅkte | tisro gāyati. traya ime lokā.
ebhya evainal lokebhyo vr
̊
ṅkte. tasmād gayate na deyam
̇




Yama の歌を唱う。他ならぬ Yama の世界からそれ（人の頭）をねじり取る
ことになる。3 [詩節］歌う。これらの諸世界は 3 つである。他ならぬこれら
の諸世界からそれをねじり取ることになる。それ故、歌っている者に与えられ
るべきでない。gāthā がそれをねじり取ってしまうので。






























ち（蟻塚の 7 つの穴）と prān
̇
a たち（感官の 7 つの穴）とを合わせて、
蟻塚の中身をその場所（āśaya）へ置く。
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médhyāny enāni yajñíyāni karoti.
動物たちの頭は indriya (感官力) たちが失われており、祭式に相応し
くなく供犠に相応しくないのだ。穴たちに黄金片たちを差し入れる













ukhā を焼く：TS 5.1.7.1; KS 19.6 (8,2-3), KpS 30.4 (142,20-21); MS 3.1.7 (9,9-10)。
新しい祭壇の場所を砂利で囲む：TS 5.2.6.3; KS 20.4 (22,8-9), KpS 31.6 (153,10-11)。
新しい祭壇の場所に植物の種子を蒔く：ŚB 7.2.4.26。





vái の前なので 1 つの複合語と看做すべき。また、indriya の vr
̇
ddhi 化は少なくと
も Veda 期に関しては裏づけがない。更に KS 20.8 (27,8), KpS 31.10 (157,20) 参照。
10 MS のみ apy-as-で、KS, TS, ŚB は praty-as-となっている。黄金片を置く場所








KS 20.8 (27,7-10), KpS 31.10 (157,19-158,1)
























































































































a たちを 7 であるとは言っていないが、前節（5.1.8.1）との
関連から 7 と推測できる。しかし他の 2 つのテキストはこれとは異なって
いる。KS は人の頭は indriya (単数）を失ったので供犠に相応しくない、
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る。MS は人のみならず動物の頭についても indriya (複数）を失ったので


































yaśalkān pratyasyati. drapsaś caskandety āsye. ‘bhūd
idam
̇












































e taveti savye. b́hūd idam iti nāsikāyām. agnis tejaseti
savyāyāṁ. rukmo varcasety āsye. sahasradā asi sahasrāya tveti vikartane. //
ĀpŚS 16.26.13-16.27.4 口、目右左、両耳, 鼻孔右左
KātyŚS 17.5.7-12 口、両鼻孔、両目、両耳
VādhūlaŚS 8.24.14-18 鼻孔を prān
̇
a という。





























v etád dadhāti.||8|| saptá





























a たちとは、実際は MS の
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頭の種類 失ったもの 注入するもの 黄金片を置く場所
MS 動物たち（人も含む） indriya indriya vīrya chidra たち
KS 人 indriya prāKa たち 記述無し
TS 人 prāKa たち prāKa たち prāKa たち
ŚB 動物たち（人も含む） prāKa たち（7） prāKa たち mukha, iha













































túbhir vā́ etát pr
̊
thivyā́






















bhinatti. badhiró bhavati. tásmād







































13 当該部分はテキストによってその収録位置が異なる。KS と TS は、犠牲獣祭































a たちの中の 7 番目である。





























































































































14 8 音節×4 半詩節からなる韻律の一種。
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KS と TS の①と②の関係がわかりづらく、あたかも 6 つの献供の後に
7 つの献供の実行を規定しているような錯覚を招くが、まず 6 祭詞によっ













ubh を 7 番目とすることで 7 prān
̇
a たちを暗示し、










ubh を vāc と等置し、それを特に 7 番目、つまり最後に位置付けて
いるということから導きだされる 6＋1 という構図は、目鼻耳と口の組み
合わせ以外に、北斗七星、7 聖仙を連想させる。7 聖仙は既に R
̊
gveda






tvākūtyai prayuje ’gnaye svāheti pañcādhvarikīr











潔斎の献供たちの前にやることをおこなって、’ākūtyai prayuje ’gnaye svāhā’
と唱えつつ Soma 祭に関わる 5 つの献供を行ってから、’kūtim (MŚS 6.1.3.20
では ākūtam) agnim’ と唱えつつ祭火設置に関わる 6 つの献供を［行い］、
’viśve (MŚS 6.1.3.20 では viśvo) devasya netuh
̇
’ と唱えつつ 7 番目に満たした柄
杓での献供を［行う］。
ちなみに、6 祭詞は TS 4.1.9.1a、KS 16.7 (227,9-11)、MS 2.7.7 (82,7-9)、VS 11.66。
7 番目の詩節は RV 5.50.1、TS 4.1.9.1b、KS 16.7 (227,12-14)、MS 2.7.7 (82,10-12)、
VS 11.67。
16 AV 10.8.5

































































































サヴィトリよ、これを認識せよ。6 人の双子たちと 1 人で生まれたもの。
これらのうちの1 人で生まれたものである彼のなかに彼らは分け前を探し求める。
AV 10.8.9
















Brereton 1991: 1-17、Mitchiner 1982: 8-11 参照。
17 sthātŕ
̊
は北極星を指すという説に従った。Thieme 1987: 335-336、Witzel und
Gotō 2007: 297. 738 参照。
18 Brereton 1991: 15 n.19 参照。
19 Amano 2009: 199 参照。
20 Mittwede 1986: 56、Sātavalekara 2000: 47 に従った。
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彼ら（7 プルシャ）はこの者（祭主）によって称えられた。彼らは正











6 (3×2)＋1 という構図においては、3 機能（嗅覚、視覚、聴覚）がそ
れぞれ 2 つの領域を有し、最後の 1 機能（発語機能）だけが 1 つの領域で
活動する。つまり全部で 4 機能、7 領域となる。そして、この MS の prā-
n
̇
a たちとは 7 つの領域で活動を促す 7 prān
̇
a たちのことである。
頭部の感覚器官が有する 4 機能やそれに manas (思考) を加えた 5 機能
は、すでにこれらのテキストの中で認識されているが､21 KS 19.10 (10,
16-20) には 3 つの機能、すなわち、視覚、聴覚、発語機能のみが列挙さ





















MS 3.1.9 (11,8-14) と KS 19,10 (10,16-20) は 7 つの献供を別個に行うよ








t (煉瓦)を置く規定に関連して 5 つの生体諸機能があげられている：
KS 20.9 (28,16-17), TS 5.2.10.3-4, MS 3.2.8 (28,6-7)。但し、MS は prān
̇
a (気息)、視
覚、聴覚、発語機能の 4 つのみあげる。MS 3.2.9 (29,10-12) も同様。

































































































KS 21.3 (39,14-19), KapS 31.18 (166,3-8)























22 KS 17.10 (252,13-14), TS 4.4.3.3g
KS 17.10 (252,13-14)
āyos tvā sadane sādayāmy avataś chāyāyām
̇
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a こそが vīrya と同置されるものなのだろうか。後に prān
̇
a は一














dadhā́ty. átho apānáṁ. samānáṁ hí prān
̇













a、vīrya を授けることになる。さらにまた apāna も［授け
ることになる］。prān
̇






a たちと yaśas, vīrya が同置されるが、それらが出て行ったあと、体
の中に manas が残る。
ŚB 10.6.5.6
sò 'kāmayata,| bhū́yasā yajñéna bhū́yo yajeyéti. sò 'śrāmya. sá tápo











u śárīraṁ śváyitum adhriyata. tásya
śárīra evá mána āsīt.
それ（死から生まれた存在）は願った、「私は更なる祭式によって再
び祭りたい」と。彼は疲弊した。彼は苦行した。疲弊し熱くなった彼














たちとみなされる。さらに、ŚB 12.7.1.1, 12.7.3.9-10, 12.8.1.1 では、インド
ラがトヴァシュトリのソーマを飲んで体がバラバラになり、そこから in-
driya と vīrya が流出した、と描出されているが、ŚB 12.8.3.1 では、in-
driya と vīrya の代わりに prān
̇














23 Blezer 1992: 25, 42 n.27, n.28 参照。
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かも黄金片を置く場所を穴と示すのは MS のみであり、TS は prān
̇
a と指






して KS の態度は他の両者ほど明確ではない｡25 さらに、MS と KS は in-




る。後藤 2009: 18-20 参照。
25 このような KS の MS, KS に対する中立的な有り様は随所で見られる。例えば、
新しい Āhavanīya (Agni) を積む際の様々な作業や煉瓦積みの記述に現れる。Iza-
wa 2016-1: 1061-1066; 2016-2: 75; 2016-3; 143-158 参照。





7 という数に関しては、6 (3×2)＋1 の構図を連想させる。つまり、4 機
能と 7 領域である。元々 1 つの prān
̇
a が 7 つに分かれて、7 領域において































a たちとして、頭の 7 つの穴、つまり両目、
両耳、両鼻孔、口から注入され、それらがまとまって一つになるのである。
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ī Saṁhitā I-II: Übersetzung der Prosapartien mit
Kommentar zur Lexik und Syntax der älteren vedischen Prosa.
Bremen: Hempem.
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Summary
On the Seven Prān
̇
as of the Head
Atsuko Izawa
In several places in the Agnicayana, we find formulation of seven prān
̇
as of
the head. Although these play an important role in certain rites, where the
severed heads are treated, the precise nature of the prān
̇
as is unclear. This
paper examines the relevant portions of the texts in order to elucidate the
substance of the seven prān
̇
as.
Severed heads are considered not fit for sacrifice as they are devoid of
indriya (MS, KS)/prān
̇
as (TS, ŚB) and are made complete by means of
ritual objects, an anthill and chips of gold. The anthill is regarded as having
prān
̇
as (KS, TS). The chips of gold are regarded as prān
̇
as (KS, TS, ŚB) or
indriya, vīrya (MS); only the TS designates the places for the chips of gold
as prān
̇
as. The MS, however, calls these places chidras (orifices), while the
KS does not mention them at all.
The description of seven prān
̇
as seems to suggest the set of three pairs
and one (3 x 2＋1) of seven seers, Ursa Major. One prān
̇
a is divided
sevenfold and, while alive, promotes the four vital functions in the seven
spheres, i. e., orifices, through which the prān
̇
a departs upon death. The
following sequence can be suggested: ① prān
̇
a as a supervisor; →② prān
̇
a




as as four vital
functions spread to seven spheres; →④ prān
̇




a, which is originally single, is identified with vīrya or
indriya. When prān
̇
a is separated, vīrya or indriya is also divided and puts
the vital functions into action.
The action of infusing the heads with prān
̇
as reflects the reverse flow
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(from ④ to ①), that is, prān
̇
a in the anthill or in the chips of gold is infused
into the head through the seven orifices as the seven prān
̇
as, which then
gather to become one prān
̇
a.
The MS designates ①② indriya, vīrya, ③ prān
̇
as, and exits of ④
chidras (orifices); in contrast, however, the TS calls ①-④ prān
̇
as. This fact
suggests that the TS considers ①-④ to be a series more clearly than the
MS. This concept is associated with the later notion of vein.
Library Staff,
International College
for Postgraduate Buddhist Studies
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